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上と下を引っ張るというように開ける感覚をさらに
広げているように思われる。被験者Bは，ヒアリン
グ調査では，常に残響が聴こえない無響室のため，
普段のように自分の声が聴こえない状態で違和感が
あったと述べている。また，残響を含みながら音程
をとっていることがわかったとも述べている。
　被験者Aは，さらに喚声点について，次のような
意識をもって発声していると述べている。
音の出し入れにおいて，頭声から胸声，胸声から頭
声とテクニックを必要とする繋ぎ目。その辺りの切
り替え地点といいますか，換声点がパッサッジョな
のかなと思います。実声だけでは，声が生っぽく，
喉も上がってしまう。眼の奥，鼻の奥を広げ，後ろ
をよく開けて，背筋を使って，身体を心地よく広げ，
支えを保つ。ブレスも足の裏，深い所から吸い上げ
る事で，結果的に吸気筋がバランス良く使えて，パッ
サッジョを意識せずとも頭声も混ざった統一感のあ
る声になるのではないかと思います。
　被験者AおよびBのコメントに，「頭声を意識した」
「頭声も混ざった統一感のある」とあるように，頭
声発声が重要な要素になっていることが窺える。イ
ンゴ・ティッツェは，「伝統的な歌の訓練では，円
滑な移行をつくるための声区の橋渡しが多く行われ
ている。歌い手は中声区とファルセットの混在する
頭声を用いることを教わる。−中略− 頭声は声区
のうちでは最もバランスの取れたものである。頭声
は歌の個性的な表現を行うためにより大きな可能性
を持っている。17」と述べている。被験者Aは，頭
声を基本に統一感のある声を目指して，背筋，身体
の支え，ブレスとともに呼気筋に注意を払っている
ことから，喚声点の移行には，身体がより楽器にな
る意識が必要となると考えられる。第６音のG4で
は，図５に示しているように，評価が下がっている。
「息が落ちる」「つながらない」という表現にも見ら
れるように，息のスピードや量が減少しているので
はないかと考えられる。被験者Bの場合は，ハイソ
プラノで，胸声区と頭声区の間に中声区が入るため，
喚声点の位置が離れている。また，低音部のC4で
は音が鳴っていないという意識をもっている。喚声
点を越えたG4では頭声を意識して発声している。
さらに，C5の中声区は失敗しない区域との認識を
持っており，その上の喚声点の前のE4では上の響
きが増えている感覚を持ち，G5ではそのまま出し
方を変えないで発声しているとコメントしている。
両者に共通しているのは，声区転換の前後に，頭声
への意識をもち，響きの増幅や身体の開放に留意し
ている点である。クラシック歌手の場合，歌唱の基
本は声区転換での音質の変化を上手に乗り越えて，
低い音から高い音までその歌手が歌えるすべての音
をむらのない響きで，なおかつ歌詞がよく分かるよ
うに歌うことであるとされている4。フースラーも，
声区と声区のあいだでは，いわゆる声区の「分裂」
が生じやすく，歌手はそれを「融合させ」なければ
ならないと述べている18。これらのことから，プロ
の歌手は，低音域から高音域まで切れ目のない発声
法を理想としており，喚声区において，響きを増幅
させるために，発声を調節し，声区の変化がわから
ないように努力していることが確認できた。
Ⅳ．まとめ
　声楽初学者や小中学生が声区転換領域の発声理解
に困難を憶えている現状に対して，母音発声の録音
および可視化を利用する方法が有効ではないかと考
え，そのための基礎研究を行った。まず，基礎とな
る音声として，プロ歌手の声区転換領域の母音発声
を用い，その音声を録音し，同時に可視化した。録
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